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◆　温度コンター
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◆　ひび割れ指数コンター
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①Icr＝0.74

②Icr＝5.66

③Icr＝0.47

④Icr＝0.72

⑤Icr＝0.60

⑥Icr＝1.59

⑦Icr＝0.75

⑧Icr＝5.36

自己収縮・膨張材考慮、乾燥収縮なし

2Lが最も厳しい結果
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◆　応力コンター
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①6.08 N/mm2
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③9.58 N/mm2
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⑥2.84 N/mm2
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2Lが3L打設時に影響を受けるのは、3Lが橋脚で固定され

ており、 軸方向に収縮する変形が拘束されるため。 3Lは

4L側(端支点)が支承なので、軸方向に自由に収縮できる。

自己収縮・膨張材考慮、乾燥収縮なし

2Lが最も厳しい結果
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◆　各モデルの変形図比較

解析終了時の変形図
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橋脚下端を全拘束

支承を鉛直拘束 支承を鉛直拘束

橋脚下端を全拘束

橋軸直角方向：拘束 橋軸方向：拘束
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1リフト 2リフト 3リフト 4リフト

半断面モデルだと面外の変形が拘束されるため

柱頭部 柱頭部柱頭部

柱頭部柱頭部

前頁の2Lと3Lの結果の違いは端支点部の直角方向の拘束条件による。

3Lは端支点の直角方向をフリーにしていたため面外の変形がフリーで結果が

良くなっている。
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※倍率は全断面モデルと異なる
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